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みんなで声がけ　命を守る　とわだセーフコミュニティ

５月11日から20日まで
春の全国交通安全運動を実施します

①子どもと高齢者の交通事故防止
　運転手は、道路を歩いている子どもや高齢
者を見かけた場合、減速・徐行など、思いや
り運転を心がけましょう。また、子どもや高
齢者が外出するときは、事故に遭わないよう
に家族ぐるみで交通安全に気を配りましょう。
②自転車の安全利用の推進
　交差点では、一時停止や安全確認を行いま
しょう。また、二人乗り、傘さし、携帯電話
の使用、ヘッドホンの使用などは危険ですの
で、やめましょう。
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③全座席のシートベルト着用とチャイルド
　シートの正しい着用の徹底
　運転手自らがシートベルトを着用して、
全座席の同乗者にも着用させましょう。ま
た、チャイルドシート着用の必要性と着用
効果を認識し、座席に正しく取り付けま
しょう。
④飲酒運転の根絶
　飲酒運転の危険性、責任の重さ、事故の
悲惨さを認識しましょう。飲酒する日は、自動車な
どでの出勤を控え、少しでも飲酒した場合は絶対に
ハンドルを握らず、公共交通機関や運転代行などを
利用しましょう。

重点項目は以下の通りです。

山菜採り遭難事故ゼロを目指そう！
　今年も山菜採りの季節となりました。しかし、
毎年遭難事故が後を絶たず、本市では昨年春に
３件発生し、４人のかたが遭難しています。ま
　　　　た、４人全員が65歳以上の高齢者で
　　　　す。
　　　　　　遭難はわずかな不注意や安易な行
　　　　　動が原因で発生します。未然防止の
　　　　　ために次のことに注意しましょう。
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■山へ出かける前に
・できるだけ２人以上で出かける。
・家族などに行き先や帰宅予定時間を知らせる。
・万一に備えて水、食料、ライター、雨具、コンパ
　ス、携帯電話などを持つ。
・体調の悪いときや悪天候のときは出かけない。
■万一、迷った場合
・日没後は歩き回らず救助隊を待つ。
・ヘリコプターの音が聞こえたら、見通しのよい場
　所でタオルなどを振って合図をする。

十和田警察署からのお知らせ
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十和田市はセーフコミュニ
ティ認証都市
　事故やけがは偶然の結果では
なく、予防できるという国際的
な考え方に基づき、行政と組織、
団体、住民など多くのかたの協
働により、すべて
の市民が安全・安
心に暮らすことが
できるまちづくり
を推進しています。


